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2023年 11月 14日（火）【外為Ｌａｂ】松田哲 

タイトル：【直近のドル／円は、151円台半ば程度】 

 

直近のドル／円は、151円台半ば程度で推移している。 

 

今のところ（＝現時点での）最高値は、2022年 10月 21日（金）の海外市場で付けた 151

円台後半（151.90-00水準）なので、まさに、最高値に迫る状況だ。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

「介入」が実施された昨年（2022年）10月を振り返ると、以下の通り。 

 

昨年（2022年）10月 21日（金）の海外市場で、151円台後半（151.90-00水準）の最高値

水準から、政府（財務省）および日銀は、「ドル売り円買い」の為替介入を実施した模様。 

 

時間帯は、東京市場の終えた海外市場での介入だったので、「委託介入」だった可能性もあ

る。 

（詳細は公表されておらず不明） 

 

この「介入」で、ドル／円は 146円台前半に大きく急落した。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

その週明け月曜日（2022年 10月 24日）の早朝（＝東京市場のオープン前）、ドル／円は、

147円台から 149円台に上昇した。 

 

このタイミングで、政府（財務省）および日銀は、再度、「ドル売り円買い」の為替介入を

実施した模様。 

 

この再度の「介入」で、ドル／円は大きく急落して、144円台を付けた。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

上述の通りに、政府（財務省）および日銀による「ドル売り円買い」の為替介入が実施され

ると、ドル／円は、大きく変動する。 
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「ドル売り円買い」の為替介入ならば、ドル／円は大きく急落する、と言い換えても良いの

だろう。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

だから、直近のドル／円水準の 151円台半ば程度は、前回も「ドル売り円買い」の為替介入

が実施された水準であり、非常に「介入警戒感」が強く、多くの市場参加者は、「ドル買い

円売り」を仕込みにくい、と感じていることでしょう。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

ただし、セオリー（この水準での戦術）としては、日銀の「ドル売り円買い介入」が実施さ

れたならば、すぐに止める覚悟で、「ドル買い円売り」をするところ、と考えます。 

 

日銀の「ドル売り円買い介入」を期待して、「ドル売り円買い」のポジションを持つことは、

最も忌避するべき戦術、と考えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

ドル／円が、この水準にまで上昇していることには、相応の理由（原因）があるはずです。 

 

為替レートの変動要因には、諸説あるので、今回のドル／円の上昇に関して、決定的な理由

を解明することは不可能でしょうが・・・。 

 

しかしながら、現時点で、ドル／円に関する環境・状況に、目立った変化は見られません。 

 

であるならば、「介入」が無ければ、ドル／円の上昇傾向はこのまま続く、と考えるのが普

通（妥当）です。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

この水準でポジションを取るのは怖い、と感じるのは、当然のことです。 

 

しかし、リスクを取らなければ、リターンが無いことも、当然の理です。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 
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++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

積極的な戦術ではありませんが、日銀の「ドル売り円買い介入」が実施されたならば、十分

に下落したところを狙って、「ドル買い円売り」のポジションを作るという策は、有効と考

えます。 

 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

（2023年 11月 14日東京時間 15：20記述） 

 


